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１．はじめに 

耐候性鋼材は，緻密な保護性さびを生成することで腐食速度を低減するものであり，無塗装耐候性鋼橋梁の

多くは良好なさび状態を保持できている．一方，長期の使用においては塩害や凍結防止剤を含む漏水などが鋼

材に影響を与え，期待された通りの防食性能を発揮できない場合がある．防食性能が発揮できず異常さびが生

成された場合の対処方法の一例としては，鋼道路橋防食便覧では，塗装

で補修することを推奨している 1)．しかしながら，補修塗装後の塗膜の

経年調査を実施した実例報告は非常に少ない．この経年調査は，補修後

塗膜の耐久性を正確に把握するためにも必要なものと考えている．特に，

無塗装耐候性鋼橋梁の防食法を部分的に塗装へ変更した場合について

は，補修塗膜そのものの耐久性の把握は基より，防食上の弱点になりや

すい無塗装耐候性鋼と補修塗膜の境界部分の耐久性の把握も重要な視

点と考えている．このような境界部分では，境界部分から塗膜下へのさ

びの侵入状況に注意することが重要である． 

そこで，耐候性鋼橋梁において部分補修塗装(水洗工法 2))を行った事

例の一つである山根橋にて，部分補修塗装箇所の定点を設け，約 9 年(105

ケ月)間にわたる経年調査結果を報告する． 

 

２．調査橋梁と部分補修塗装の経緯 

 山根橋は，鳥取県日南町上石見に 1990(H2)年に架設された JIS-SMA 無

塗装耐候性鋼橋梁である．架設位置は離岸距離が約 35km で，冬季は凍

結防止剤の散布が行われる．当該橋梁の位置図を図 1に示す．2006(H18)

年の点検時，桁端部の伸縮装置より漏水が確認され，この漏水が飛散，

流下していた桁端近傍にて異常さび（層状剥離さび）が確認された．こ

のことより，対象橋梁で散布される凍結防止剤を含む漏水が異常腐食の

原因の一つと考えられた．そこで 2008(H20 年)に異常さび発生箇所に対

して，外観評価およびイオン透過抵抗法による詳細調査を行い，その防

食補修範囲と補修方法を検討した．その結果，異常さび発生範囲の部分

補修塗装を行うこととなった 2)． 

山根橋の部分補修塗装では，ダイヤモンド工具処理により孔食部以外

の固着さびの除去を実施し，孔食内に残るさびやさび層下に入り込んだ

付着塩分除去のため素地調整Ⅰ種ブラスト処理 ISO Sa 2 1/2 と水洗を併

用し，付着塩分量 50mg/m2 以下を実現した．その後，戻りさびをブラス

ト処理で除去し，特殊有機ジンクリッチペイントで防食下地を形成後，

Rc-Ⅰ塗装系を塗布した．上記工程を整理したものが図 2 に示す水洗工
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図3 約 9年(105ケ月)経過した部分補修塗

装部の外観 
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図 4 約 9 年(105 ケ月)経過した補修塗装部

のイオン透過抵抗測定結果
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法(耐候性鋼用 Rc-Ⅰ塗装系)のフローで，2010(H22)年 1 月に完工した山根橋補修塗装完了後の外観を写真 1に

示した．また，補修塗装完了後 1 ヶ月後に実施した初期調査結果は，塗膜にふくれ，傷等の発生は見られず，

イオン透過透抗値も 20GΩ(当時測定限界値)以上を示し，良好な防食機能が発揮されていることを確認した 2)． 

 

３．経年調査結果 

 部分補修塗装の経年調査は，塗膜性状を評価するために，外観観察，塗膜厚測定およびイオン透過抵抗測定

を，環境因子として付着塩分量測定を実施した．調査位置は，桁端部より 1m，5.6m，9m，10.6m のウェブ面，

下フランジ上面，下フランジ下面に測定点を設け，調査毎に同

一箇所で測定した．また，部分補修塗装においては，塗装部と

無塗装部の境界にあたる補修塗装境界部分が防食機能上の弱

点となることが懸念されるため，補修塗装境界部分は，境界部

分から塗膜下へのさびの侵入状況の有無についても確認を実

施した．約 9 年(105 ケ月)経過した部分補修塗装部の外観を図 3

に，イオン透過抵抗測定結果を図 4に示す． 

図3の約9年(105ケ月)経過した部分補修塗装部の外観より，

補修塗装時に伸縮装置からの漏水対策として実施したパテを

用いた導水処置は問題なく機能していた．補修塗膜の外観観察

結果では，塗膜にふくれ，傷，さびの発生は見られなかった．

塗膜厚は，初期の値から変化する箇所は確認されなかった．ま

た，部分補修塗装境界部分は，境界部分から塗膜下へのさびの

侵入による塗膜の防食機能の劣化は確認されなかった．これは，

部分補修塗装端部をできる限り環境の良好なさび状態のとこ

ろまで広げたこと，境界部分をブラスト面にした効果であると

考えている 3)． 

図 4のイオン透過抵抗測定結果より，測定日による気候変動

によると思われるイオン透過抵抗値の若干の変動は見られる

ものの，6～40GΩ 以上の値を推移しており，1GΩ 以上の値 4)

を示していることから，部分補修塗装境界部分を含み補修塗膜

は，良好な防食機能を示した． 

以上のことから，山根橋の部分補修塗装部の塗膜は，約 9 年

(105 ケ月)経過した時点においても良好な防食機能を維持して

いると考えられる． 

 

４．まとめ  

水洗工法による部分補修塗装を実施した山根橋の長期耐久性について，経年調査を実施して評価している．

その結果，部分補修塗装より約 9 年(105 ケ月)経過した時点においても，良好な防食機能を維持していること

が確認された． 
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